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黒計

匪霊童露霊園
R月発生名

(367号)

病
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38名

27名

6名

2名

疫痢

赤痢 保菌者

赤痢
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F
h

」
こ
を
と
じ
て
く
だ
さ
レ
M

() 

65名

九
月
十
五
日
か
ら

と
し
よ
り
の
福
祉
週
間

8名

九
月
十
五
日
は
「
老
人
の
日
」
こ
の
日
か
ら
二
十
一

日
ま
で
は
「
と
し
よ
り
の
福
祉
週
間
」
と
き
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
老
人
の
自
の
ね
ら
い
は
す
べ
て
の

人
が
老
後
明
る
く
豊
か
な
生
活
設
計
を
考
へ
、
と
し

よ
り
を
い
た
わ
っ
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
す

計

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
老
人
の
自
の
行
事
も
今
年

で
十
三
回
目
を
迎
え
全
国
的
に

皆
様
方
の
関
心
と
協
力
を
得
て

ま
す
ま
す
盛
ん
注
敬
老
運
動
が

展
開
さ
れ
ま
す
。

と
し
よ
り
の
方
に

理
容
・
入
浴
・
マ
ッ
サ
ー

ジ
を
サ
ー
ビ
ス
し
ま
す

戦
後
に
ゐ
け
る
老
人
む
生
活
老
人
問
題
へ
の
関
心
が
高
ま
り

は
社
会
環
境
の
著
し
い
変
動
老
人
福
祉
の
た
め
の
対
策
む
強

私
的
扶
養
の
減
退
・
な
ど
に
よ
化
が
強
く
要
請
さ
れ
、
本
年
八

-P
不
安
定
・
な
も
の
と
な
り
ま
月
一
日
老
人
福
祉
法
が
施
行
き

し

た

。

れ

ま

し

た

。

ま

た

と

し

ょ

b
の

さ
ら
に
老
令
人
口
の
増
加
の
方
方
の
健
康
と
生
活
安
定
の
た

傾
向
も
あ
っ
て
一
般
国
民
の
め
、
い
ろ
い
ろ
の
施
策
が
と
ら

-

基

本

的

理

念

従

事

す

る

機

会

、

そ

の

他

一
紹
介
「
老
人
福
祉
法
」

①
老
人
は
多
年
に
わ
た
り
社
社
会
的
活
動
に
参
与
す
る

一
老
人
福
祉
法
が
七
月
六
日

会
の
進
展
に
寄
与
し
て
き
機
会
を
与
え
ら
れ
る
。

一
可
決
成
立
し
、
八
月
一
日
ょ

た
者
と
し
て
敬
愛
さ
れ
、
国
老
人
の
日
(
九
月
十
五
日
〉

一
り
施
行
さ
れ
ま
し
た
の
で
重

か
っ
健
全
で
安

ら

か

在

生

に

つ

い

て

-
要
な
部
分
を
紹
介
し
ま
す
。

活

を

保

障

さ

れ

る

。

国

民

の

問

に

ひ

ろ

く

老

人

一

・

法

の

目

的

@

老

人

は

省

令

に

と

も

在

つ

の

福

祉

に

つ

い

て

の

関

心

一
老
人
の
福
祉
に
関
す
る
原
て
生
や
る
心
身
の
変
化
を
と
理
解
を
深
め
さ
せ
る
た

一
理
を
明
ら
か
に
し
、
老
人
自
覚
し
て
、
常
に
心
身
の
め
と
老
人
ら
の
生
活
向
上

一

の

心

身
の
健
康
保
持
と
生
健
康
を
保
持
し
、
そ
の
知
に
努
め
る
意
慾
を
も
た
せ

一

活

の

安

定

の

た

め

に

必

要

識

と

経
験
を
社
会
に
役
立
る
た
め
九
月
十
五
日
を
老

一
た
措
置
を
講
じ
、
も
っ
て
て
て
も
ら
う
。

人
の
日
と
定
め
た
。

一

老

人

福

祉

を

は

か

る

こ

と

③

老

人

は

そ

の

希

望

と

能

力

(

次

号

に

つ

づ

く

)

一

を

目

的

と

し

て

い

ま

す

。

と

に

応

じ

適

当

な

仕

事

に

(

福

祉

事

務

所

)

ーーーー一ーーーーーー一ーーーーーーーー一一ーーー

マ
でへ別 無ツ満の理
おゐ奉友料サ八半容
尋願仕主主特 1十額
ねい券こ別ジ才に浴
(くしはの奉師以よ場
福だて各モ仕会上る組
祉さ沿町れ 員の特合
事い b総・ぞ の方別員
務。ま代れ 方に奉の
所 すのの 々は仕方
) の方特 のマ 々

受崎
表大付県市
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田
県
民
手
帳
を
あ
っ
せ
ん

価

格

H
九
十
円

申
込
先
U
市
庶
務
課

マ
満
八
十
五
才
以
上
の
高
令
者

に
市
長
よ

b
記

念

品

を

贈

呈

・

国

保

の

一

斉

調

査

マ
満
九
十
才
以
上
の
方
に
は
記
国
民
健
康
保
険
で
は
内
容
の

念
品
の
外
に
記
念
写
真
を
贈
改
善
、
充
実
の
た
め
、
本
年
十

呈

月

か

ら

世

帯

主

の

給

付

率

を

五

マ
満
七
十
才
以
上
の
方
々
に
は
割
か
ら
七
割
に
引
上
け
ま
す
。

ま
た
、
近
い
将
来
家
族
も
七
割

給
付
が
実
施
さ
れ
る
予
定
で
す

そ
こ
で
適
正
友
事
業
運
営
を
は

か
る
た
め
、
国
民
健
康
保
険
一

斉
調
査
を
行
い
ま
す
。

①
調
査
対
京
市
内
全
世
帯

(
外
国
人
の
世
帯
を
除
く
)

②

調

査

時

期

九

月

十

五

日

③
調
査
表
提
出
九
月
未
日
ま

で
に
町
務
連
絡
員
を
通
じ
保

険
衛
生
諜
へ
提
出
す
る
こ
と
。

調
査
表
は
町
務
連
絡
員
を
通

じ
全
家
庭
に
配
付
し
ま
す
の
で

裏
面
注
意
書
き
を
読
み
記
入
し

て
く
吃
さ
い
。
(
保
険
衛
生
課
)

内-骨付
表

ハ
庶
務
課
)



大

村

市

中

央

公

民

館

も

の

巾

九

十

セ

シ

チ

高

さ

A

ゆ
写
真
部

V

搬

入

二

百

四

十

セ

ジ

チ

、

横

も

の

半
切
以
上
全
紙
以
下

十
月
二
十
日
ま
で
に
大
村

中

巾

百

六

十

五

セ

ジ

チ

高

さ

カ

ラ
1
写
真
は
四
切
り
程
度

央
公
民
館

K
搬
入
す
る
こ
と
六
十
セ
ン
チ
以
内
と
す
る

φ
彫

塑

工

芸

部

制

限

在

し

市

教

委
で
は
十
六
ミ
リ
映
写

(

当

方

へ

搬

入

の

分

は

ま

と

@

商

業

デ

ザ

イ

ン

部

な

治

、

く

わ

し

い

こ

と

は

大

機

の

操
作
技
術
と、

映
画
鑑
賞

め
て
車
で
会
場
へ
搬
入

い

た

半

載
以
上
枠
張
り
と
し、

既
村
中
央
公
民
館

へ
治
た
十
ね
く
教
材
利
用
に
つ
い

て
の
研
修
会

し

ま

す

)

存

商

庖
商
品
の
作
品
は
除
く
だ
さ
い
。
申
込
用
紙
も
準
備
し

を
つ

ぎ
の
と
会
り
聞
き
ま
す
。

V

出
品
作
品
の
部
門
と
体
裁

φ
書
道
部

て
い
ま
す

(

教

育
委
員
会
)
ム
期
日
九
月
十
七
日
(
火
)

ハ
午
前
組
)
九
時

1
正
午

③
洋
画
版
画
部

条

幅

、
本
表
装
ま
た
は
枠
張

園

身

体

障

害

者

手

帳

(
午
後
組
)
十
四
時

1
十
七
時

額
ほ
に
入
れ
る
こ

と

b
と
し
、
仕
上
寸
法
は
縦
も

の

更

新

は

早

自

に

ム

場
所

中
央
公
民
館
講
座
室

大
き
さ
は
百
号
以
内

の
巾
九
十
セ
ン
チ

高
さ
二

A
V
日
本

画

部

百

四

十

セ

ン

チ

、

横

も

の

巾

身
体
障
害
者
手
帳

(
昭
和

二

ム

内
容

十
六
ミ
リ
映
写
機
故

額
縁
、
枠
張
り
、
び
ょ

う
ぶ

百

六

十
五
セ
ジ
チ

高
さ
七
十
九
年
九
パ

一
円

以
前
交
付
の

障

の

応

急

対

策

。

操

作

実

@
南
両
部

十

セ
ン
チ
以
内
と

す

る

。

分

)

の
更
新
は
九
月
末
日
ま
で

習

口

実

沼
並
び
に
ペ
i
パ

条
幅
、
本
表
装
ま
た

は

枠

張

揮

宅

の

語
句
を
梢
書
で
書

と
な
っ
て
い
ま
す
。

ー
テ
ス
ト
。
映
一間
ブ
オ
l

仔
豚
の
ヲ
レ
ラ
予
防
注
射

り
と
し
、

仕

上

ゆ

寸

法

は

縦

い

た
も
の
を
添
付
す
る
こ

と

旧

手
帳
と
上
半
身

の
写
真
門
た

ラ

ム

。

は
今
ま
で
市
場
で
行

っ
て

ゐ

て

四

セ

ツ
チ
横
三
セ
ン
チ
程
度
ム
講
附

県
社
会
教
育
課
、
立

り

ま

し

た

が

、

豚

ゴ

レ

ラ

の

・

登

録

資

格

者

の

実

態

調

査

)

一

枚

を

持
っ

て
福
祉
事
務
所

川
技
師
ほ
か
。

完

全

免

疫

と

仔

豚

の

商

品

価

基

本

選

挙

人

名

簿

作

成

の

た

め

で

手

続

を

し

て

く

だ

さ

い

。

今

固

ま

で

三

回
以
上
出
席
さ

値
を
高
め
る
た
め
、
つ

ぎ
の

今

年

の

九

月

十

五

日

現

在

で

調

査

期

間

代

人

で

も

結
構
で
す
。

れ
た
方
は
認
定
書
の
申
請
を
い

と
治
り
各
農
協
支
所
を

巡

回

早

自

に
手
続
き
を
す
ま
せ
ま
し
た
し
ま
す
。

調
製
す
る
基
本
選
挙
人
名
簿
の
九
片
十
五
日
か
ら
九
月
十
九

し
て
実
施
す
る
こ
と
に
し
ま

よ

う

。

(

福

祉

事

務

所

)

〈

教
育
委
員
会
)

登
録
資
格
者
の
実
態
調
査
を
つ
日
ま
で
(
地
区
に
よ
っ
て
は
十

し
た
。

ぎ
の
方
法
で
行
な
い

ま

す

。

九

日

以
降
ま
で
延
び
る
場
合
も
「
パ
川

実

施

日

調

査

方

法

あ

り

ま

す

)

一

制

毎
月
八
日
、
十
八
日
、
一
一
十
実
施
場
所

畳
一
時
資
格
者
の
調
査
を

各

町

こ

の

調
査
に
基
づ

い
て
調
製

一
運

八
日

の
三
日
間
で
九
月
二
十

各
農
協
支
所
単
位
で
一
カ
苛。

務

連
絡
委
員
に
委
託
し
、
各
世
し
た
基
本
選
挙
人
名
簿
は
今
年
一
例

八
日
か
ら
実
施
し
ま
す
。

か

二

カ

所

を

指

定
し
ま
す

-===EE----EE--=ZEE-主
主

2
2
E
2
2
2
E
E
-
-三一
====
=E
z--=======

帯
に
町
務
連
絡
委
員
が
出
む
い
の
十
二
月
二
十
日
か
ら
来
年
の
一
の

…
パ
例
〕
十
月
七
日

の
市
に
仔
豚
を
出
す
場
合
は
二

…

て

夫
地
に
調
査
し
ま
す。

十
二
月
十
九
日
ま
で
の
聞
に
行
一
服

…
十
目
前
の
九
月
十
七
日
ま
で
に
農
協
に
周
け
山
て
九
…
な
お
調
査
終
了
後
、
世
帯
主
-
な
わ
れ
る
選
挙
に
使
用
さ
れ
ま
一
蹴

…
月
二
十
八
日
に
注
射
を
う
け
る。

…

か

代

表
者
の
確
認
印
を
い
た
だ
す
。

一

竹

I
Z
-
-圭
Ez--ョ・
2
2
2
2
2
2
3
2
3
3
5
2
5
2
3
5
2圭・・
2
2
3
2
5
2
2
3
h

く
こ

と
に
な
っ
て

治
り
ま
す
。

-
県
美
術
展
が
あ
り
ま
す

(2) 

出
品
期
限
:
・十
月
二
十
日

り

矛
八
回
の
長
崎
県
美
術
展
覧

会
が
つ
ぎ
の
と
告
り
開
催
さ
れ

ま
す。

V

出
品
資
格

県
内
居
住
者

(
た
だ
し
中

学
生
以
下
は
除
き
ま
す
)

V

出
品
作
品
の
制
限
と
点
数

①
出
品
作
品
は
自
作
未
発
表

大村市政だよ

の
も
の
に
限
る

②
出
品
点
数
は
各
部

一
人
三

点
以
内
と
す
る

V

出
品
手
数
料

一
点
に
つ
き

二
百
円

(
出
品
申
込
み
と
同
時
に
納
入

す
る
)

V

出
品
申
込
期
間

十
月

一
日
か
ら
十
月
二
十
日

ま
で

マ
申
込
先

-
仔
豚
を
市
場
に
出
す
と
き
の

コ
レ
ラ
予
防
注
射
の
方
法
変
わ
る
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9，00-9，50…鈴田支所医域実
9.30-10.30…三帯 H 胞

|時10，00 "10.50…大村 J 
間11.00、12.00....Ey大村H と

13.00-13， EO....萱瀬 H 灰

14，00、14，50ー竹松 b!¥: 
15，00、15，50.・福重 H 

16，00-16，50…松原農協区域

(
選
挙
管
理
委
員
会
)

-
第
三
回
視
聴
覚
教
室

九
月
十
七
日
に
聞
き
ま
す

竹松部隊では3月27日の午

前日時から午後4時まで秋

の大運動会を行ないます。

この運動会は隊内を一般

に開放し、隊員と市民みな

さんの親睦をはかるために

行なうものです。

午後!時ごろには名物の

仮装行列も行左われます。

「隊員も大変はりき ってい

ますので市民みなさんも多

数見学してく ださい...Jと

呼びかけています。


